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Ⅰ 調査のあらまし 

（１）目 的     

市民意識調査は、今後の市政運営の基礎資料を得るために毎年実施しているものです。 

今回の意識調査は、①行政施策②行政改革③久留米市のまちづくり④中心市街地活性化⑤運

動・スポーツ⑥広報・インターネットという６つのテーマについて実施しました。 

 ①行政施策  久留米市新総合計画の指標など 33 項目について、「重要度」、「満足度」等を調

査しています｡科学的に市民の皆さんの意識・意向を把握できるように努めます。 

 ②行政改革  行政改革行動計画の取り組みについて、市民の「満足度」を調査しました。市

民による評価を踏まえ、さらに取り組みを進めるための基礎資料とします。 

 ③久留米市のまちづくり  今後の居住意向、長期的に見た将来のまちの姿や重要な施策、ま

ちづくりへの参加意向等について調査しました。来年度からの次期基本計画策定に向けて市民

ニーズを把握し、久留米市のまちづくりの基礎資料として活用します。 

 ④中心市街地活性化  中心市街地への来街状況、さらには求められる活性化の取り組み等に

ついて調査しました。次期中心市街地活性化基本計画の策定に向けて市民ニーズを把握し、中

心市街地の環境整備に活用します。 

 ⑤運動・スポーツ  市民の運動・スポーツにおける活動状況や市の運動施設についての満足

度、さらには運動・スポーツに親しむための取り組み等について調査しました。スポーツ振興

計画見直しの基礎資料として活用します。 

 ⑥広報 ・インターネット  市政情報の発信についての評価や市の施策を身近に感じるため

に必要な情報、インターネットの利用状況、久留米市ホームページの閲覧状況等について調査

しました。今後の市政情報発信等の検討資料として活用します。 
 

（２）調査方法 

○ 調 査 地 域          久留米市全域 

○ 調 査 対 象 者          久留米市に在住する満 20 歳以上の人 

○ サ ン プ ル 数          2,000 

○ 抽 出 方 法          住民基本台帳からの二段無作為抽出法 

○ 実 査 方 法          調査票を郵送し、調査員が訪問回収を行う郵送法併用の留置法 
           （調査票は封筒に封入したものを回収） 

○ 実 査 期 間          平成 24 年７月 25 日～８月３日 

○ 回 収 数 （ 率 ）          １，７８７票（89.4%） 

○ 調査の企画と実施  企画 久留米市 協働推進部 広聴・相談課 

           実施 西日本新聞社 地域づくり調査室 
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Ⅱ 主な調査結果 

１．行政施策 

（１）施策の重要度・満足度 

◆「防災対策」の重要度が５位へ上昇している。 
 

問 久留米市では、市民のニーズを的確に把握し政策へと反映させるまちづくりを進めて 

 います。そこで、次の市の取り組みについておたずねします。 

 （Ａ）あなたは、この取り組みがどの程度重要だと思いますか。 

 （Ｂ）あなたは、この取り組みにどの程度満足していますか。 

 それぞれについて、あてはまるものを１つずつ選び、番号に○印をつけてください。 

 

  ■重要度・満足度の得点化の手順■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※例えば、仮に全員が「２．やや重要」を選んだ場合、その施策の重要度得点は４点となります。 

 

         ■重要度が高い 10 の取り組み■ 

 

 

                                          ■満足度が高い 10 の取り組み■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

順位 項　　目
昨年

順位

1位 消防・救急救命対策 1位

2位 地域医療体制の充実 2位

3位 生活排水処理の整備 3位

4位 防犯対策 4位

5位 防災対策 9位

6位 生活道路や側溝の整備 6位

7位 労働・雇用対策 5位

8位 ごみ処理対策 7位

9位 高齢者福祉の充実 8位

10位 子育て支援体制の充実 12位

5.63 

5.52 

5.47 

5.45 

5.44 

5.40 

5.35 

5.31 

5.20 

5.13 

3 4 5 6（得点）

33 項目の行政施

策に対する評価

を得点化し、分析

を行っています。 

重  要  度 得　点 満 足 度 得　点

１．重　要 → ６点 １．満　足 → ６点

２．やや重要 → ４点 ２．やや満足 → ４点

３．あまり重要でない → ２点 ３．やや不満 → ２点

４．重要でない → ０点 ４．不　満 → ０点

５．わからない 欠損値 ５．わからない 欠損値
   （無回答） （得点計算

の対象外）
   （無回答） （得点計算

の対象外）

→ →

重要度
（満足度）
得　点

（選択肢１）×６＋（選択肢２）×４＋（選択肢３）×２＋（選択肢４）×０
（選択肢１～選択肢４の回答者数）

＝

（全体平均：4.81） 

（全体平均：3.01） 

順位 項　　目
昨年

順位

1位 四季のイベントの振興 1位

2位 地域医療体制の充実 3位

3位 消防・救急救命対策 2位

4位 健康づくり対策 4位

5位 ごみ処理対策 5位

6位 生活排水処理の整備 6位

7位
市民自らが進める
まちづくり活動の振興

8位

8位 文化芸術活動の支援・充実 7位

9位 環境美化対策 9位

10位 基本的人権確立施策の充実 12位

4.20 

3.83 

3.75 

3.60 

3.56 

3.49 

3.36 

3.35 

3.35 

3.23 

2 3 4 5（得点）
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昨年
順位

労働・雇用対策  1位

高齢者福祉の充実  2位

子育て支援体制の充実  5位

地域医療体制の充実  3位

防災対策 13位

生活道路や側溝の整備  6位

防犯対策  4位

広域幹線道路の整備 7位

生活排水処理の整備 10位

公共交通網の整備 12位

消防・救急救命対策  9位

商工業振興対策  8位

農業振興対策 11位

青少年の健全育成 17位

健康づくり対策 15位

バリアフリー化対策 14位

ごみ処理対策 16位

公園や広場の整備・充実 21位

障害者福祉の充実 19位

水辺空間の整備 26位

行政改革の推進 22位

企業の育成・誘致 18位

四季のイベントの振興 20位

スポーツ・レクリエーション推進体制の充実 25位

観光・コンベンションの振興 23位

協働によるまちづくりの推進 24位

環境美化対策 27位

高度情報都市づくり 28位

基本的人権確立施策の充実 31位

大学や研究機関の整備 32位

市民自らが進めるまちづくり活動の振興 30位

文化芸術活動の支援・充実 29位

男女共同参画社会づくり施策の充実 33位

24.0

18.4

17.3

17.1

16.7

15.1

15.1

11.0

9.3

8.5

8.4

8.3

8.3

6.8

6.7

6.6

6.2

5.5

5.1

4.9

4.8

4.7

4.5

3.8

3.2

3.2

2.1

2.0

1.3

1.3

1.1

0.9

0.8

0 10 20 30

(％)

（回答は３つまで）
Ｎ＝1,787

（２）特に力を入れて欲しいこと 

◆「労働・雇用対策」が３年連続で１位。防災対策が、昨年の 13 位から

５位へ。 
 

問 行政施策の中で、「特に力を入れて欲しいもの」を３つまで（２つ以内でも構いません）

選び、その項目の番号を下の    内に記入してください。 

 

■特に力を入れて欲しい行政施策■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

5 位 

10 位 

15 位 

20 位 

25 位 

30 位 
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4.1

7.3

6.7

5.4

7.5

21.2

30.8

33.5

32.4

31.1

18.0

9.7

13.5

12.1

16.0

10.7

4.5

6.2

4.4

9.1

44.4

45.7

37.9

43.7

34.4

1.6

2.0

2.1

1.9

2.0

0% 25% 50% 75% 100%

①財政構造改善への取り組み

②多様な担い手との連携強化への取り組み

③行政サービスの重点化・高品質化への取り組み

④協働による地域づくりへの取り組み

⑤地域主権改革に対応できる行政執行体制づくりへの取り組み

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

（N=1,787）

2.3

10.5

8.1

5.8

7.0

17.4

23.3

31.4

26.7

36.0

24.4

15.1

15.1

12.8

20.9

24.4

14.0

18.6

11.6

20.9

31.4

37.2

25.6

43.0

15.1

-

-

1.2

-

-

0% 25% 50% 75% 100%

①財政構造改善への取り組み

②多様な担い手との連携強化

への取り組み

③行政サービスの重点化・高品質化

への取り組み

④協働による地域づくりへの取り組み

⑤地域主権改革に対応できる行政

執行体制づくりへの取り組み

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

（N=86）

２．行政改革 

◆「行政サービスの重点化・高品質化」への満足度が約４割。「財政構造

改善」への不満度が約３割。 
 

問 市では現在、100 人の職員数純減、実質 30 億円の財政改善を主な目標とした「久留

米市行政改革行動計画（平成 22～26 年度）」に取り組み、さらなる改革を行っていま

す。計画の柱のそれぞれの取り組みについて、あなたの評価をお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●行政施策の中で特に力を入れて欲しいもの（P.3 参照）で、「行政改革の推進」を選

んだ人は、行政改革の取り組みをどう評価しているか 

 

 

 

 

 

 

不満度が約 5 割 

満足度が約 4 割 

不満度が約３割 

満足度が約 4 割 

【具体的な取り組み】 

①財政構造改善・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市税等の収納率向上、資金の効率的な運用など 

②多様な担い手との連携強化・・・・・・・民間委託の推進、ＰＦＩ手法による中学校給食の実施など 

③行政サービスの重点化・高品質化・・公共事業のコスト縮減、公用車のリース方式への切り替えやハイブリッ 

ド車の導入など 

④協働による地域づくり・・・・・・・・・・・校区コミュニティ組織のまちづくり活動への支援、ＮＰＯやボランティア

団体との協働事業など 

⑤地域主権改革に対応できる 

行政執行体制づくり・・・・・・・・・・・・・職員数の削減、業務改善運動など 
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69.7 12.5 4.0 12.6 1.1

0% 25% 50% 75% 100%

いま住んで

いるところに

このまま

住み続けたい

久留米市内

の別のところ

に住みたい

久留米市外

に住みたい

わからない 無回答

（N=1,787）

53.6

37.6

33.6

32.8

25.9

0 30 60

住みなれているので

買い物等日常生活に便利なので

交通の便がよいので

地震や水害など自然災害が少なく安全なので

緑や自然が豊かなので

医療の心配が少ないので

（％）

（N=1,246）
【回答は3つまで】

35.5

29.4

23.3

17.2

13.2

0 20 40

交通の便が悪いので

買い物等日常生活に不便なので

地域に愛着がないので

地震や水害など自然災害が不安なので

けがや事故、防犯対策に不安があるので

子育て環境が悪いので

（％）

（N=296）
【回答は3つまで】

３．久留米市のまちづくり 

（１）久留米市への定住意向 

◆「久留米市に住み続けたい」が８割。久留米市外に移りたいは 4.0％。

住み続けたい理由は、「住みなれている」が５割を超えている。 
 

問 あなたは、今後も久留米市に住み続けたいと思いますか。（あてはまる番号に１つだけ

○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問 あなたが住み続けたいと思う主な理由は何ですか。 

次の中から３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に 

○印をつけてください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問 あなたが別の場所に移りたいと思う主な理由は何ですか。次の中か

ら３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に○印をつけて

ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

上位５項目 

上位５項目 
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防災や防犯の行き届いた安全・安心なまち

医療環境が充実したまち

安心して子育てができるまち

魅力的な産業や仕事の場が多いまち

福祉が充実したまち

道路や鉄道などの交通が整備され、移動しやすいまち

四季おりおりの花・緑が楽しめるまち

まちなみや景観の美しいまち

人々がお互いを尊重し認めあうまち

市外からもよく知られ、好感をもってみられるまち

佐賀県東部を含む福岡県南地域の経済・文化などの拠点となるまち

教育環境が充実したまち

ボランティア活動、地域活動など人々のきずな・つながりが強いまち

環境政策の進んだまち

さまざまな文化・芸術などが楽しめ、自らも創造・発信できるまち

国内はもとより、中国・韓国など海外からも人々が訪れ、交流するまち

その他

52.0

27.5

26.1

24.6

21.4

17.7

17.1

14.3

12.4

11.5

9.1

9.0

7.7

7.6

6.3

3.1

1.9

0 30 60 （％）

（N=1,787）
【回答は3つまで】

（２）久留米市の将来のまちの姿 

◆「防災や防犯の行き届いた安全・安心なまち」が 52.0％と、過半数を

超えている。 
 

問 あなたは、長期的な視点で見て、久留米市にはどのようなまちとなって欲しいと思い

ますか。次の中から特に重要と思うものを３つまで（２つ以内でも構いません）選び、

番号に○印をつけてください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－ 7 － 

意識調査などのアンケートの機会に意見を出す

自治会や各種団体など既存組織を通じて、意見を出す

シンポジウムや研修会に参加する

手紙や電話、電子メールなどで提案や意見を出す

事業や計画などの説明会や対話集会に参加し、意見を出す

審議会や委員会等の委員になり、計画づくりの作業に参加する

その他

58.0

26.7

23.3

17.9

14.3

7.0

1.3

0 40 80 （％）

（N=798）
【回答は2つまで】

時間的な余裕がないから

負担が大きそうだから

興味はあるが、どのように参加したらいいかわからないから

そもそも行政がすべきものだから

興味がないから

選挙で選ばれた人にまかせているから

その他

56.7

29.6

23.9

13.7

12.4

6.1

8.6

0 40 80 （％）

（N=935）
【回答は2つまで】

10.2 34.4 34.9 17.4 3.0

0% 25% 50% 75% 100%

Ａに近い Ａにやや近い Ｂにやや近い Ｂに近い 無回答

（N=1,787）

 

（３）総合的なまちづくり計画策定への参加 

◆「参加しようと思う」が 44.6％、具体的な参加の方法は「アンケート

へ意見を出す」人が約６割。 
 

問 久留米市では今後、長期的な視点に立った総合的なまちづくりの計画をつくるにあたり

市民の皆さんと連携して進めていきたいと考えています。このことについて、あなたは

次の〔Ａ〕、〔Ｂ〕のどちらの意見に近いですか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

付問 あなたは、まちづくりの計画をつくる際に、どのような形で参

加したいと思いますか。次の中からあてはまるものを２つまで

選び、番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問 あなたが、まちづくりの計画をつくる際に、参加しようとは思わ 

  ない理由について、次の中からあてはまるものを２つまで選び、 

  番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

〔Ｂ〕 

参加しようと

は思わない 

〔Ａ〕 

自分も何らか

の形で参加し

たいと思う 
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68.6

21.7

15.8

13.7

13.4

0 40 80

自家用車

バス

自転車

徒歩

西鉄電車・ＪＲ

（％）

（N=1,481）
【回答はいくつでも】

買い物

食事・喫茶、飲み会

金融機関（銀行・郵便局等）

仕事

中心市街地以外への乗り換えのため

54.8

39.0

20.9

16.1

13.0

0 30 60 （％）

（N=1,481）
【回答はいくつでも】

この区域に

住んでいる
6.9%

ほぼ毎日

出かける
10.1%

よく出かける

（週1回程度）
15.2%

ときどき出かける

（月1回程度）
22.7%

たまに出かけ
ることがある
（年数回程度）

28.0%

めったに行か

ない（行ったことが

ない）

16.3%

無回答

0.8%

（N=1,787）

４．中心市街地活性化 

（１）中心市街地への来街頻度 

◆中心市街地へ『月１回以上』出かける人は約５割。 
 

問 あなたは、どれくらいの頻度で「中心市街地」に来ることがありますか。 
（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

●中心市街地付近地図 

 

 

                                                            

                                                                

 

 

 
   

 
 
 

★「この区域に住んでいる」、『月１回以上出かける』、「たまに出かけることがある」 
と回答した人に 
 

付問 「中心市街地」へ来る主な目的は何ですか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問 あなたが「中心市街地」へ来る際の交通 

手段は主に何を利用しますか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 
 

 

 

 

 

 

上位５項目 

上位５項目 

「買い物」と「食事・

喫茶、飲み会」が平

成 22 年度調査と同

じく上位の目的にあ

げられています。 

「自家用車」が、平成

22 年度調査と同じく

約７割。 

至 大牟田 至 熊本 

 

西鉄 
久留米駅 

六角堂 
広場 

小頭町

公園 

ＪＲ久留米駅 
市庁舎 

至 博多駅 至 福岡（天神） 

 

 ここでは、久留米市の

【西鉄久留米駅】、

【ＪＲ久留米駅】の

2 つの駅を囲む区域を

「中心市街地」として

います。 

月1回 
以上 
48％ 



 

－ 9 － 

買い物や施設の利用に応じて無料となる駐車場がある

品揃えが充実した魅力ある商店街がある

オープンカフェなど一息つけるような憩いの場がある

Ｂ級グルメなどの気軽に楽しめるイベントが開催されている

音楽・舞台公演や展示会など、魅力的な催しがある

中心市街地内の施設案内やイベント紹介などの情報発信が充実している

買い物に応じた共通ポイントなど、商店街を中心とした独自のサービスがある

安心して子どもと買い物などに出かけられる一時預かりや遊び場が充実している

生涯学習の講座やサークル活動が活発に行われている

買い物の移動を支援する買い物カートやベビーカーなどが整っている

その他

特にない

55.0

49.7

23.6

20.3

19.9

15.6

11.2

11.2

8.3

6.7

5.7

12.4

0 30 60 （％）

（N=1,787）
【回答はいくつでも】

商店街の空き地や空き店舗の解消

いろいろなイベントが開催できる広場などの整備

文化、芸術が身近に楽しめる施設・空間の整備

中心市街地へ行くバスを利用しやすくする

バリアフリーに対応した歩道整備

レンタサイクルや駐輪場など自転車が利用しやすい環境整備

高齢者や子育て世代向けマンションなどの住宅整備

その他

特にない

51.3

28.8

22.9

20.7

17.5

14.2

9.3

5.1

13.2

0 30 60 （％）

（N=1,787）
【回答はいくつでも】

（２）中心市街地へ行く機会が増えるための取り組み 

◆「買い物や施設の利用に応じて無料となる駐車場」と「品揃えの充実

した魅力ある商店街」が５割前後で高い。 
 

問 今後どのような取り組みがあれば、あなたが「中心市街地」へ行く機会が増える（滞

在時間が増える）と思いますか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）中心市街地活性化のための環境整備 
 

◆「商店街の空き地や空き店舗の解消」が５割を超えて高い。 
 

問 「中心市街地」活性化のために、行政と民間が一体となって環境整備に取り組むこと

が必要ですが、特に力を入れてもらいたいと思うことは何ですか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 
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－ 10 － 

ボウリング

ゴルフ

水泳

体操（ラジオ体操・縄跳び・
ヨガ・エアロビクスなどを含む）

ジョギング・ウォーキング
（散歩などを含む）

41.5

15.1

9.1

8.7

6.7

0 25 50（％）

（N=1,787）
【回答はいくつでも】

運動・スポーツを

行っている

（週１回以上）

36.1%

運動・スポーツを

行っている

（週１回未満）

28.9%

何も行っていない

34.1%

無回答

0.8%

（N=1,787）

各種初心者向けの運動・スポーツ教室の開催を増やす

健康・体力づくりのための運動やスポーツを指導してくれる人を増やす

一緒にスポーツをする仲間と出会える機会を増やす仕組みをつくる

市のスポーツ関連施設に、託児施設を備える

競技力向上のための高度な技術を持った指導者を増やす

その他

わからない

ボランティア希望者の登録など、スポーツを指導する地域の人を積極的に
活用できるような仕組みをつくる

37.2

28.1

27.9

12.3

11.5

5.1

4.6

24.7

0 20 40 （％）

（N=1,787）
【回答は3つまで】

５．運動・スポーツ 

（１）この１年間に行った運動・スポーツ 

◆この１年間に運動を行った人は 65.0％。その内容は、「ジョギング・

ウォーキング」と「体操」が上位にあがっている。 
 

問 あなたは、この１年間でどのような運動・スポーツを行いましたか。 

  （あてはまる番号にいくつでも○印） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）運動・スポーツにもっと親しむための取り組み 

◆「初心者向けの運動・スポーツ教室の開催」「健康・体力づくりのため

の指導者」「一緒にスポーツをする仲間と出会える機会」が高い要望。 
 

問 あなたが今よりもっとスポーツに親しめるようになるために、久留米市に対してどの

ようなことに力をいれてほしいと思いますか。次の中から主なものを３つまで（２つ

以内でも構いません）選び、番号に○印をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位５項目 

運動・スポーツを週

１回以上行っている

人は 36.1％。 



 

－ 11 － 

そう思う

13.9%

どちらかといえば

そう思う
49.9%

どちらかといえば

そう思わない
22.2%

そう思わない

11.1%

無回答

2.9%

（N=1,787）

市が取り組んでいる重要な施策や事業の内容

市のさまざまな制度や手続き、相談窓口などの案内

市の将来構想や各種計画の内容

市政の現状と課題

公共施設の利用案内

市内の行事や催しなどのお知らせ

市の予算や決算の内容

市民活動やボランティア活動の紹介

各種審議会や委員会などの検討内容や結果

その他

特にない

44.3

39.1

35.1

35.0

34.6

31.6

24.6

15.3

11.6

1.2

12.9

0 30 60 （％）

（N=1,787）
【回答はいくつでも】

６．広報・インターネット 

（１）市民への情報提供 

◆情報提供は「十分に行われている」との評価は 63.8％。 
 

問 久留米市は、現在、広報紙をはじめ、ホームページやコミュニティＦＭ、ケーブルテ

レビ、チラシ、パンフレットなど、さまざまな方法で皆さんに市政情報を発信してい

ます。あなたは、これらの情報提供が十分に行われていると思いますか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

（２）久留米市の施策を身近に感じるための情報発信 

◆「重要な施策や事業の内容」「市の制度や手続き、相談窓口などの案内」

が４割前後。 
 

問 あなたは、多くの人が市の施策を身近に感じるようになるためには、どのような市政

情報の発信が重要だと思いますか。（あてはまる番号にいくつでも○印） 
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－ 12 － 

ブロック 校　　区

東 部
山川、山本、草野、善導寺、大橋、船越
水分、柴刈、川会、竹野、水縄、田主丸

北 部
小森野、合川、宮ノ陣、北野、弓削、大城
金島

中 央 東 部 西国分、東国分、御井

南 東 部 上津、高良内、青峰

中 央 部 荘島、日吉、篠山、京町、南薫、長門石

中 央 南 部 鳥飼、金丸、南、津福

南 西 部 荒木、大善寺、安武

西 部
城島、下田、青木・浮島、江上、犬塚
三潴、西牟田

付問 あなたは、久留米市のホームページを見たことが
ありますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

58.4 40.0 1.6

0% 25% 50% 75% 100%

はい いいえ 無回答

（N=1,787）

2.9 8.8 37.1 42.1 1.1 8.0

0% 25% 50% 75% 100%

よく

見ている

（週1回以上）

ときどき

見ている

（月1回以上）

何回かは

見たことが

ある

見たこと

はない

わから

ない

無回答

（N=1,044）

（３）インターネットの利用状況 

◆この１年間にインターネットを利用した人は 58.4％。 
 

問 あなたは、この１年間にインターネットを利用したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ブロック別サンプル構成    ●調査対象者の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●ブロック別校区名 
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配布数
有効

回収数

有効

回収率

270 248 91.9%

310 279 90.0%

250 227 90.8%

210 187 89.0%

260 220 84.6%

340 297 87.4%

170 154 90.6%

190 175 92.1%

2,000 1,787 89.4%

中 央 南 部

南 西 部

西 部

合 計

ブロック別

東 部

北 部

中 央 東 部

南 東 部

中 央 部

N=1,787
回収数
（票）

比率
（％）

男　性 821 45.9

女　性 966 54.1

20歳代 195 10.9

30歳代 313 17.5

40歳代 288 16.1

50歳代 364 20.4

60歳代 393 22.0

70歳以上 234 13.1

性

別

年
齢

久留米市のホー

ムページを見た

ことがある人は

48.8％。 


